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東南アジアの浮稲とその生態

井 之 上 準*

OAFloatingRice一ndItsEcologicalTraitsinSoqthe&StAsh

Jun INOUYE*

InSoutheastAsia〉80atingriceisgrowninlowl

lyingareasofThailand,Vietnam,Cambodiaand

Burma･ The且oatingriceplantischaracterized

byitsabilitytoelongateattheinternodeinlag

phasesduringtheriseinwaterleveL Thelowest

elongatedinternode(LEI)oftheplantvariedfrom

onevarietytoanotherandfrom onecountryto

another･ ThemeanvalueortheLEIpositionwas

atinternode10.7f♭rVietnam,10.8f♭rTIlailand,
ll.IforCambodiaand12.3forBurma. These

は じ め に

東南アジアのいわゆるモンスーン地帯 で

は,年降雨量は地域によって 800-4,800mm

と異なるが,その65-95%が5-6月か ら10-

11月までの間に集中している [F理科年表』

1986:352-355]｡そのため,メコン河やチャ

オプラヤー河,イラワジ河などの大河川の流

域に展開する広大なデルタ地帯は,モンスー

ン中期から後期 にかけて洪水で覆われ,タ

イやヴェトナムの デルタ地帯 では, ところ

によって最高時の水位は 3-4m にも遵 す

る [PrechachartandJackson 1975:39;

Xuanβf〟. 1982:271]｡このような地帯で
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valuesarelargerthan血emeanvalueorBangla-

deshfloatingricevarieties.Consideringthepres-

enceorawns,thelengt叫widthratioorgrains,the

acidphosphataseisozymegenotype?andotherfac-

torsbesidestheelongationabilityoftheplants,
floatingriceinSoutheastAsiaseemstobelongto

adiHerentecotypegroup付omBangladeshflOating

rice. Tllefbm ermaybemoreevolvedthanthe
latter.

は,普通の水稲品種は生育が困難なため,そ

れとは生態が異なる深水稲および浮稲が栽培

されている｡

ところで,水稲は概念的には ｢普通の水

稲一深水稲一浮稲｣と区別 されるが [浜村

1979:10],とくに深水稲と浮稲の区分は明

瞭でなく,従って浮稲の定義は必ずしも判然

としていない｡そこで,本論に入るに先立っ

て,まず深水稲と浮稲の区分について述べる

ことにしたい｡

深水稲と浮稲の区分

一般には,水深が深いために普通の水稲品

種では生育が困難または不可能な地帯に栽培

きれる稲を一括してdeep-waterrice(深水稲)

とし,その中でとくに深いところに栽培きれ

る品種群を rloatingrice(浮稲)と呼んでい
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るようであるが,タイやバングラデ

シュではdeep-waterriceとnoating

riceを同義としており [同所], ヴ

ェトナムでは double-transplanted

rice (2回移植稲) を deep-water

rice と呼んでいる｡ また, タイで

は,水深が50-100cm のところに適

応した品種を semi-floatingtype(辛
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表1 東南アジア各国における浮相の栽培両帝

国 名 聖霊雫A*)(1(還 h(aB)) %A) 備 考

タ イ

ヴェトナム
ビ ノレ マ

カンボジア

0

2

0U
9

7

6

6

3

9

5

4

1

100 10.3 浜村 [1979]

50 8.9 Xuanetal.[1982]

49 10.5 Escuroetal.[1982]

40 28.8 八田 [1975]

*FÅoProductionYearBook(1985).

浮稲) と呼ぶ場合もあるようである [田中

1971:58]｡
ところが, 最近 Vergara[1985:3]は

deep-waterriceを ｢水深 30cm 以上の状態

が 1カ月以上続く条件下で生育できる稲｣と

規定したうえで,次のように区分している｡

(I)rainfedmedium deep-waterrice:%5

時の水深が 30-50cm のところで移植栽

培きれる感光性の強い稲

(2)deep-waterrice:水深が 50-100cm の

ところで置播または2回移植栽培きれる

稲

(3)doatingrice:水深が 100cm 以上のと

ころで直播栽培きれる稲

そこで,この小論では,上の Vergaralibid.]

の区分における(1)と(2)香"深水稲",(3)を`̀浮

棉"と呼ぶことにしたい｡しかしながら,デ

ルタの地形は複雑なので [Fukui1974:1571

176;Kaida 1974:143-156;Takaya 1974

:135-142],実際には,浮稲品種が水深 100

cm 以下のところに栽培きれる場合や,深水

稲が水深 100cm 以上のところに栽培きれ

る場合があると考えられ,両品種群を明確に

区分するのは困難である｡

浮 相 栽 培 の 現 状

世界全体では,浮稲と深水稲を合わせた栽

培面積は1,000万 haないし2,000万 haとさ

れているが [浜村 1979:10],そのうち,浮

稲の栽培面積 は400-600万 haで [Escuro
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elal･ 1982:87;浜村 1979:10-14;八田

1975:329;Oka 1975a:279;Prechachart

andJackson 1975:39;菅原 ･堀川 1971:

26;Vergara 1985:3;ⅩuangfαJ.1982:

271],総稲作面積の約 3.5% を占めるとみな

される｡

東南アジアで浮稲が栽培されている国は,

タイ,ヴェトナム,ビルマおよびカンボジア

の4カ国である(表 1)｡なお,インドネシア

でもわずかながら浮稲栽培 (I.5-10万 ha)

が行われているが [NoorsyamsiandHidayat

1975:33-34],その詳細は明らかでない｡世

界全体では,浮稲の栽培面積がもっとも広い

国はバングラデシュ (約200万 ha),次はイ

ンド(約150万 ha)で,タイは第 3位,ヴェ

トナムは第 4位,ビルマは第 5位,カンボジ

アは第6位である｡

次に,各国における浮稲の重要性を総稲作

面積に占める浮稲栽培面積の割合でみれば,

カンボジアは約29%, ビルマは約11%,タイ

は約10%,ヴェトナムは約 9%である｡ しか

しながら, ビルマの統計資料 では深水稲と

浮稲が分けられていないので [EscuroetaE.

1982:87],実際にはビルマにおける浮稲面

積の割合はタイやヴェトナムよりやや小さい

のではないかと患われる｡

浮 輔 栽培 の特 異 性

浮稲は雨期のはじめに乾田に直播きれるの

で,発芽 ･苗立ちの間は水田は乾燥状態にあ
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るが,生育が進むにつれて降雨が頻発 にな

ら,やがて水田は湿潤状態 となる｡ ところ

が,年によっては降雨が少ないために稲苗が

枯死し,播き置きざるを得ない事態になるこ

とが起こる [Ⅹuan and Kanter 1975a:

49]｡そのため,現在の浮稲品種は苗の時 代

において耐早性の強い品種が自然に選抜きれ

てきたような結果になっている [De Datta

andO'Toole 1977:83;Morishimaelal.

1962a:3-6]｡

一般には,播種後6週間目ごろから洪水に

よって水位が上昇し始めるが,最初の洪水に

よる水位の上昇は 1日で約 30-90cm, その

後の水位の上昇は 1日あたり 2-10cm 程度

である[Haque 1975:185;Vergara 1985

:5]｡従って,浮稲は,その後は水位の上昇

につれて生育を続けることになる｡

このことから推察されるように,浮稲が普

通の水稲と異なる最大の生態的な特徴は,負

高分けつ期から幼穂形成期までの,いわゆる

"lagphase''において浮稲性(floatingability)1)

が発現することである[岡 1968:99]｡この

浮稲性は潜在的な特性で,洪水の程度に対応

して発現するので,突発的に異常な洪水が起

こらない限 り,地上部が完全に水没すること

はない[DattaandBanerji 1979:235-238;

HasanuzzamaneLal.1975:124;Morishima

1975:109;Morishimaeial.1962a:1;管

原 ･堀川 1971:41;Vergaraclal.1975:

179-182;山口･佐藤 1961:16-18].

このような特性は,毎年繰 り返し洪水が起

こる東南アジアの大河川のデルタ地帯の稲作

においては極めて重要であって,この特性の

ために稲の栽培が可能になっているわけであ

る｡ 田中 [1971:59-60]は ｢このような浮稲

の特性は原始的な特性で,これを利用して近

代技術を駆使して効率のよい農業を営んで

1) 同義語として,ほかに80atinghabitとelonga-

tionabilityが使用される｡

行 くということは考えられない｣ としながら

ち, ｢目下のところ,熱帯アジアの大陸の大

河川のデルタ地帯には,浮稲を必要とする広

大な面積があることを忘れてはならない｣と

述べている｡

ところで,浮稲が栽培きれるデルタ地帯に

は,洪水が長期間滞水するため,その間に大

量のシル トが沈澱し堆積する｡ バングラデシ

ュの浮稲地帯での調査結果によれば, 1年間

に堆積するシル トに含まれる養分は,ha あ

たりチッ素 (N):63kg, リン酸 (P205):

16kg,カ1)(K20):89kg,石灰(CaO):36kg

に相当するという [HasanuzZ:aman 1975:

144].一般に,玄米 100kg を生産するのに

必要な3要素量はチッ素 :2.5kg, リン顧 :

I.0kg,カリ:2.3kgときれており,吸収率

をそれぞれ50,20,40-50%とすると,バング

ラデシュの浮稲地帯の水田で 1年間に堆積す

るシルトに含まれる養分は,カリは約 1.9t,

チッ素は約 1.3t, リン酸は約 0.3tの玄米

を生産することができる量である｡ 浮稲の収

量は粗でhaあたり1-2t程度といわれている

ので [Brady 1977:I;Ⅹuan andKanter

1975b:97],チッ素とカリは滞水期間中に堆

積するシル トによって,はば十分に賄える計

算となる｡

従って,リン酸のみを補給すれば浮稲栽培

は半永久的に継続可能で,自然生態系に適応

した稲作であるともいえよう｡

浮稽性と新聞伸長性

Kiharaclal･[1962:8] によれば,浮相

性に関わる要因としては,浅水条件下で栽培

された場合の総節間長, 水位の上昇に対応

する節間の伸長能力, および節間の最大伸

長量の三つが考えられるとしている｡ また,

Morishimaetal.[1962a:3]は,浮稲と普通

の水稲を深水条件下で栽培して両者の比較を
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行い,両者間の差がもっとも大きいのは伸長

節間数 (3cm 以上に伸長した節間)である

と述べている｡

ところで,従来, ある品種の浮相性程度

を判定するためには, 播種後 25-30日を経

過した稲苗について一定期間の増水処理を行

い, その後に草丈または総節間長 を測定し

て,同時に供試した指標品種と比較する方法

が採られている[Ahmedetal.1977:229;

Sophonsakulkaew elal･ 1977:117-119;

VergaraandMazaredo 1979:139-142]｡
この場合,水深が中位またはそれ以下の地帯

で栽培される品種の浮稲性程度を判定するた

めには草丈による方法でも良いが,深い地帯

で栽培きれる品種の浮稲性程度を判定するた

めにはこの方法は不適で,総節間長で判定す

る必要があるとされている [Vergaraand

Mazaredo1979:139-142]｡

これらの結果から推察されるように,浮稲

の lagphaseにおいて発現する "浮稲性"は

"節間伸長性"といい換えた方が,その実 体

をより的確に表していると考えられる｡

浮相性と伸長最低節間の位置

浮稲は,洪水が到来して水位が上昇し始め

る時までに,浮稲性を発現できる状態- 節

間伸長を開始 できる苗令 (age)- に達

していなければ水没 してしまうことになる

[Vergaraetal.1975:178].従って,節間

伸長性に関わる要因の中で,播種後節間伸長

を開始するまでの期間の早晩性は,もっとも

重要であると考えられる｡

ところで,普通の水稲における節闇伸長は

幼穂分化と相前後して始まり穂揃期ごろまで

続 くが,この期間においては ｢ある節間｣の

伸長は｢1節位上の葉鞘｣および｢2節位上
の葉身｣とほぼ同伸性を示すとされ て い る

[瀬古ら 1956:189]｡Lagphase において

54

始まる浮稲の節間伸長の場合にも,普通水稲

の場合とほぼ 同じ同伸関係があり [Inouye

1985:86],かつ,東南アジアの浮稲では播

種後節間伸長を開始するまでの期間における

出葉速度に著しい品種間差異はみられないの

で,播種後節間伸長を開始するまでの期間が

短い品種ほど, 節間伸長 を開始する時の苗

令が若いことになり, 最初に伸長する節間

(伸長最低節間) の位置が低いことになる

[Inouyeclal･1978:68;菅原･堀川 1971:

40-41].

節間伸長性に関わる次に重要な要因は,水

位の上昇に対応する節闇の伸長能力および総

節間長の大小であり, この要因こそが従来

"浮稲性''と呼ばれてきたものの本質である

と考えられる｡前述のように,ある浮稲品種

の浮稲性程度を知るためには,一定期間増水

処理を行なった個体 について総節間長を測

定する方法が良いとされているが [Vergara

andMazaredo 1979], タイ, ヴェトナム,

カンボジアおよびバングラデシュ産の浮稲合

計60品種を供試して,増水処理法による節間

伸長性と伸長最低節間の位置との関係を調査

した結果は,節間伸長性が大きい (浮稲性が

大きい)品種ほど伸長最低節間の位置が低い

という関係のあることを示している (表2)｡

また,浮稲性程度が判明しているタイ産の浮

稲27品種についての結果も,浮相性が大きい

品種ほど伸長最低節間の位置が低いという

関係があることを示している [Inouyeetal.

1985:58]｡

以上から推察されるように,浮稲品種の節

間伸長性を知るためには,伸長最低節闇の位

置を調査するのがもっとも適当ではないかと

考えられる｡なお,近年に育成きれた浮稲品種

の中には,タイの T442-57のように節間伸

長性は小きいのに伸長最低節間の位置はそれ

ほど高くない品種があるが,これらの品種で

は伸長最低節間のみならず,その上位の節間
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表2 浮相性と伸長最低節間の位置の関係
(最高時の水深:155cm)

伸長最低 水面上に 草 丈 総節闇長 伸 長 伸長最低
節間の位 品種数 葉 令 抽出した 節間の長
置* 葉数** (cm) (cm) 節間数 さ (cm)

7

8

9

10

ll

12以上

3

0

2

4

8

3

1

1

1

1

9

0U
7

3

0U
1

4

4

3

3

3

1

1

1

1

1

1

1

2

9

5

0

0

0

3

2

0

213.0 142.5

211.5 136.1

211.6 110.4

207.2 89.4

198.0 81.9

144.3 0

0

7

3

7

6

0

8

2

9

2

1

1

1

2
3

8

6

7

8

6
0

7

6

4

3

2

Inouye[1983:185]
*例えば,伸長最低節間の位置が ｢7｣とは,第6節と第7節の間の節間を
指す｡
**水面上に,葉身が完全に抽出し,展開している葉の数｡

もあまり長くない｡これに対して,節間伸長

性が大きい品種においては,伸長最低節間の

長さが短い場合は,その上部の節間は補償作

用を示すかのように非常に長 く伸長 するの

で,容易に両者の区別はできるようである｡

伸長最低節間の位置の安定性

日本の水稲について,末次 [1968:496]

は,幼穂原基の分化前に伸長が始まる第 1次

伸長節間は,節闇空隙は形成されるが長さは

約 3mmどまりであるのに対し,幼穂形成と

相前後して伸長が始まる第2次伸長節間は,

最下位の節間でも 5mm 以上に伸長する と

報告している｡一方,タイの浮稲品種につい

て,菅原 ･堀川 [1971:33-41]は,非浮稲品

種におけると同じく第 1次節間伸長期と第 2

次節間伸長期があり,lagphase における浮

相性の発現開始期は第 2次節闇伸長開始期と

ほぼ一致すると報告している｡

ところで,武田 ･高橋 [1972:25-32]は,

日本の極早生品種から外国の晩生品種を含む

多数の稲品種を供試して,主稗葉数と伸長節

間数の関係を調査し,主群乗数がほぼ15枚以

下の場合には,主梓葉数が 1枚減少すると節

間伸長が開始される節位も1節低下するが,

主得業数がほぼ15枚以

上の場合には,ほとん

ど一定の節位 (10-13)

から節間伸長が開始さ

れると報告している｡

一般に,｢浮相性 (節
間伸長性)は潜在的な

能力で,地上部が水没

することによって発現

する｣とされているが,

上記の末次 [1968],管

原 ･堀川 [1971],武

田 ･高橋 [1972] らの

報告を総合すると,浮稲は各品種固有のある

苗令- 第 2次節間伸長開始期- に達すれ

ば,普通の水田と同じ程度の浅水条件下でも

節間伸長を開始するものであることが推察さ

れる｡ 事実,伸長最低節間の位置は,洪水の

到来時期や水深のいかんにかかわらず,ほぼ

一定であり,水深は節間の伸長程度に影響す

るだけであることが明らかにされている (表

3,図1)0

従って,｢浮稲性はそれぞれの品種に固有

の特性で,第 2次節間伸長期 に入 れば発現

し,その程度は水没することによって一層顕

著になる｣とする方が適当のように思 われ
る｡

なお,この伸長最低節間の位置は,密植し

たり, 苗の葉稗部基部に培土したり,短日

処理をしたりすれば低下するが [Hamamura

1978:78;Hamamura and Saengpetch

1977:260-265;InouyeandHagiwara 1981

:118;Inouyeetal･1985:64-65],浮稲が

栽培されている東南アジアのデルタ地帯で普

通に起こりうる環境条件の変化,例えば最初

の洪水の到来時期の早晩や洪水の多少,気温

や水温の高低,および日照の多少などにはほ

とんど影響されないようである [Ⅰnouyeand

Hagiwara 1981:115-121]｡
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表 3 深水処理時の苗令と伸長最低節間の位置*
(最高時の水深 :45cm)

品 種 名 深水処理時の苗令 非深水
7 8 9 10 11 12 13

Pin Gaew56
(タ イ 産 )

Cu La
(ヴ ェ ト ナ ム産 )

8.8 9.0 9.0 9.0 9.0
(57) (59) ( 2 9) (20) (20)

10.2 10.0 10.0 10 . 2 10.2
(39) (41) (27) (16) (16)

T,al･bi等 ･ni舞 三晶) (f･23)(f･18) でも呈) 言霊) で1号)

InouyeandHagiwara[1981:117]
*表中の ( )内は伸長最低節間の長さ (mm)0

伸
長
最
低
節
問
の
長
さ

(mm)

240

210

180

150

90

60

30

0
0 10 20 30 40 50 60 70

水 深 (cm)

図1 最高時の水深と伸長最低節闇の長さ
OPinGaew56(タイ産,伸長最低節間:
第 9節闇)
●CuLa(ヴェトナム産,同:第10節間)
△HabiganjAman8(バングラデシュ産,同:
第 7節間)

伸長最低節間の位置の品種間差異

雨期のはじめから圃場の水位が上昇し始め

るまでの期間や,水位の上昇の速さ,および

56

最高時の水深などは,降雨

量や地勢の違いなどによっ

て異 な るの で [Vergara

1985:5],デルタにおいて

は節間伸長性の異なる品種

が栽培 されているよ うで

ある [Takaya1973:267-

276]｡

東南アジア4カ国産の浮

稲 192品種について調査し

た結果では,伸長最低節間

の位置は第8節間から第14節間の間に変

異していた (表4)｡ すなわち,東南ア

ジアには,第 9葉期に達すればその後は

水位の上昇につれて生長を続けることが

できる品種から,第15葉期に達しないと

水位の上昇につれて生長できない品種ま

で栽培されているわけである｡

各国における変異は,タイ,ヴェトナ

ム,カンボジアの3カ国ではほぼ同様で

あるが,ビルマにおいては伸長最低節間

の位置が低い品種がないために,変異は

やや小さいようである｡その結果,国別

の平均値で比較すると,タイ産,ヴェト

ナム産およびカンボジア産浮稲品種の節

間伸長性はほぼ同程度であるが, ビルマ

産浮稲品種の節間伸長性はやや小さいと

いえそうである｡ しかしながら,これは

ビルマ産の供試品種数が非常に少なかっ

たことによるのかもしれない ｡

なお,これら東南 アジア産の浮稲に

は,バングラデシュ産の浮稲にみられる

ような節闇伸長性が非常に大きい品種

(伸長最低節間の位置が7以下の品種)は

存在しないようであるが,伸長最低節間の位

置が同じ場合でも,バ ングラデシュ産に比較

すると,東南アジア産浮稲品種の節間の伸長

能力はやや劣るように思われる[Inouyeand

Kim 1985:200L
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表4 各国の浮稲品種における伸長最低節間の
位置* (水深:約 55cm)

国
名 品種数 讐 霊低節翌の笠置

タ イ 92(6) 8-14 10.8土1.72

ヴ ェ ト ナ ム 57(2) 8-14 10.7±1.33

カ ン ボ ジ ア 31(4) 8-14 ll.1±2.19

ビ ル マ 12(5) 10-14 12.3土1.38

バングラデシュ 191(2) 6-14 8.3士1.50

*Inouye[1985]に,その後の調査結果を加えて作
成｡なお,表中の ( )内の数字は,第15葉期に
おいても節間伸長がみられないために調査から除
外した品種数｡

ところで,農民が浮稲品種を選択する場合

に注目するのは,まず第 1には年によって変

動するであろう洪水の到来時期や水位の上昇

パターン,および最高時の水位などに対応し

て生長し,出穂,稔実すること,そして第 2

には収量が多 く品質が良いことであろうと考

えられる｡従って,現在栽培されている品種

は,まず耐早性および節間伸長性についての

選抜圧,次に収量性に関しての選抜圧を受け

ているものと考えられる｡

節間伸長性は水深の程度に応じて発現する

ので,節間伸長性が大きい品種であれば,水

深が深いところから普通の水田まで広い範囲

で栽培することができるわけであるが,東南

アジア産の浮稲には,バングラデシュの水深

が深い地帯で栽培 される浮稲品種のように,

節闇伸長性の大 きい品種は

みあたらない｡この理由と

しては,東南アジアのデル

タ地帯とバングラデシュで

は,雨期初期の降雨パター

ンが異なることのほかに,

おそらく節間伸長性が大き

い浮稲品種は一般に収量性

が低いという関係があるた

め [FrancisandBrackney

1982:163-165],水深に見合った節間伸長性

をもち収量性に優れた品種が選択されてきた

ためではないかと考えられる｡ところが,節

間伸長性が小さい (浮稲性が小さい)品種で

は伸長最低節間の位置が高 く,節間伸長性が

大 きい品種に比較して播種後節闇伸長開始ま

でに長期間を要するため,雨期に入ってすぐ

播種することが必要であり,その結果,年に

よっては乾燥によって稲苗が枯死する被害が

起こるのであろうと思われる｡

浮相性以外の品種特性

浮稲の生態的な特徴としては,節間伸長性

(浮相性) のほか, 苗の時代に耐早性が強い

こと, 水中で伸びた茎の節から分けつし,

発根する能力が高いことなどが挙げられてい

る [DattaandBanerji 1979:237｣243;De

Dattaetal. 1982:223-234;MorishimacE

al･ 1962a:3-6;Vergara 1985;16-29].

しかしながら,これらの特性について,東南

アジア各国産の多数の浮稲品種を用いて品種

間の違いや,その他の地域の浮稲品種との違

いなどについて調査,比較した報告はないよ

うである｡

そこで,従来,日本型稲とインド型稲を類

別する簡便な指標として用いられる形質 (玄

米の長/幅比, 玄米および頴のフェノール着

色性, 同位酵素遺伝子型) や, 野生的形質

表5 各国の浮稲品種における浮相性以外の二,三の特性*

国
名 品理数 <!欝 掌 撃

品 種 数 (%)

有菅 赤米 ,7J_/)-AcA-19

イ

ム

ア

ナ

ジ

ト

ボ
エ
ソ

タ

ヴ

カ

ビ ノレ マ

1

5

7

3

5

5

3

4

1

1

2

2

4

0

1

8

7

1

0

8

0
0

1

7

1

8

5

4

4

3

2

0

0

0

0

士

士

士

士

1

8

0U
3

3

2

2

2

0
0
0
682

6

5

7

7

8

L{)
2

o

o

0
0バングラデシュ 189 13.2 2.3士0.30 29.6 67.2 2.6 15.8

*InouyeandHagiwara[1980]に,その後の調査結果を加えて作成｡
**長/幅比が2.0以下の品種数割合 (%)0
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(菅の有無,赤米)などについてみてみた い

(表 5)｡ ここにおいて,玄米の長/幅比が2

未満,フェノール無着色性,酸性フォスファ

タ-ゼ Acp-19遺伝子型などは,日本型品種

に特有な形質とされているものである｡

玄米の長/幅比 :ビルマ産の2品種を除 い

て,全浮稲品種が2以上である｡ 各国別の平

均値ではタイ産品種がもっとも大きく,次い

でヴェトナム産およびカンボジア産,ビルマ

産の噸であるが,大まかには前三者は長粒,

ビルマ産は短粒である｡ なお,タイ産がもっ

とも長粒であるのは,かつてタイでは長粒品

種が奨励きれた結果であろうと患われる｡

玄米および頴のフェノール着色性 :各国産

浮稲品種の大部分は着色性であるが,一部,

無着色性品種もみられ,その割合はタイ産と

ビルマ産においてやや高い｡

赤米品種 :ビルマ産以外の各国産浮稲に赤

米品種がみられるが,その割合はヴェトナム

産においてやや高い｡

菅の有無 :ヴェトナム産の 1品種以外に有

菅品種はみられない ｡

酸性フォスファタ-ゼ同位酵素遺伝子型 :

第15葉期までの間に節間伸長を開始する各国

の浮稲品種は,全てインド型稲と同じ遺伝子

壁 (Acp･114) のようである. なお, タイ産

品種についてエステラーゼ同位酵素を分析し

た結果によれば, インド型稲 と同 じ遺伝子

型の品種のほかに, 札稲やジャワ型稲と同

じ遺伝子型の品種が混在しているようである

表6 8時間日長条件下における主群葉数と伸長節間数

lInouyeetal･1985:79-80]o

比較のためにバングラデシュ産の浮稲につ

いてみると,有菅で短粒,赤米品種が多く,フ

ェノール無着色性品種は少ない｡また,酸性フ

ォスファタ-ゼ同位酵素遺伝子型については

全体の1/6の品種が日本型稲と同じ(Acp-19)
であるが,これらの品種はエステラーゼ同位

酵素遺伝子型についても日本型稀と同じであ

る [清田 ･井之上 1986;森島 1983]｡

ところで,武田 ･高橋 [1972:26-28]によ

れば,主梓葉数が5-14枚の範囲では伸長節間

数はほとんど変異せず,3-5個とはば一定で

あるとしているが,8時間日長下で栽培され

た東南アジアの浮稲品種の伸長節間数もほぼ

同じ結果である(表6)｡すなわち,4カ国の

全浮稀品種が最少葉数10-15枚の範囲にあり,

平均ではタイ産とカンボジア産は約12枚であ

るのに対し,ヴェトナム産とビルマ産は約13

枚で,やや多いようである｡一方,伸長節間

数は3-7個で,平均では各国間に差はほと

んどない｡ところが,バングラデシュ産の浮

稲では主群葉数は全品種 13枚以下 であるの

に,伸長節間数は3-8個に変異しており,

バングラデシュ産 の浮稲 には,武田 ･高橋

[同上論文]が供試した稲や東南アジアの浮

稲品種とは著しく異なったタイプの品種がか

なり多数含 まれていることが 窺われる｡ な

お,Hamamura[1978:80]によれば,バン

グラデシュの浮稲品種 Bhadoidaは12時間日

長下では主群葉数は10枚,伸長節間数は8個

であったと述べている｡

国 名 品種数 主 群 葉 数 伸長節間数
変 異 平 均 変異 平 均

タ イ 86 10-15 12.3土0.93

ヴ ェ トナ ム 55 10-15 12.9土0.86

カ ン ボ ジ ア 27 10-14 12.1士1.21
ビ ル マ 7 11-14 13.0土0.58

3
3

0
4

7
6

7

5

0
0

0
0

士
士

士
±

0
2

8
6

LET
LL'
0
0

6
7

6
5

一

一

一
一

3
4

4
4

バングラデシュ 189 8-13 10.6土0.86 5.3±1.12
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以上,東南アジア各国の浮稲には,

野生稲に近い形質をもつ品種や,日

本型稲に特徴的な形質をもつ品種な

どがあり変異に富んでいるが,この

程度の変異は当該地域で栽培されて

いる普通の水稲品種にみられる変異

を超えるほどのものではないようで

ある｡ 従って,節間伸長性を除いた
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他の形質についてみれば,東南アジアの浮稲

は普通の水稲とほとんど同じであるといって

もよいように思われる｡

なお,東南アジア各国の浮稲はお互いに類

似しているため,各国の浮稲を品種群として

捉えることはできないが,強いていえば,タ

イ,ヴェトナム,カンボジア産の品種群と,

ビルマ産の品種群に分けられるようである｡

お わ り に

東南アジア産浮稲品種の浮稲性 (節間伸長

性)はバングラデシュ産品種に比較すると全

体的に劣っており,東南アジア4カ国の中で

はビルマ産の浮稲品種がやや劣っているよう

である｡

ところで,アジアイネ (OryzasativaL･)ち

グラベ･)マイネ (0.glabcrrimaStud.)ち,普

通の水稲は浮相性を示さないが,それぞれの

祖先種とされる 0.9erennis と 0･brcviligu-

Eataは浮稲性をもっており[Morishimactal.

1962a;1962b;Oka 1975a;1975b],浮稲

性はもっとも基本的な野生稲的形質と考えら

れる｡

東南アジアの浮稲は,浮稲性をもっている

という点では野生稲に近いわけであるが,バ

ングラデシュ産の浮稲に比較すると,その他

の形質については普通の水稲にほぼ近い程度

にまで改良された品種群であるといえそうで

ある｡

なお,タイを除いた東南アジアの浮稲栽培

国では,浮稲の栽培や研究の現状についての

情報が非常に少なく,かつ,これらの国々の

浮稲品種の IRRIによる蒐集も十分でない｡

従って,これらの国々の浮稲品種の生態につ

いては,今後の研究に待つところ大である｡
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